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１．令和４年度附属練習船勢水丸運航概要
　令和４年度は，新型コロナウイルス（COVID-19）
感染症拡大防止に伴い，前年に引き続き様々な
制限のもとに運航計画を策定し，感染防止対策
を徹底しながら航海を実施した．宿泊を伴う航
海では乗船者を個室対応とする制限のなか，教
育航海では航海日数を例年より短くし，回数を
増やすなどの対策をした．また，宿泊を伴わな
い場合は，定員の半数まで乗船可能として，日
帰りの航海を続けて実施するなど，履修申告者
全員の乗船を確保した．結果的に，教育航海34
航海，研究航海６航海，その他の航海２航海の
合計42航海，計154日の航海を実施した（停泊
状態で実施したフィールドサイエンスセンター
体験演習は除く）．
　教育航海は278名，研究航海では45名が乗船
した（すべての乗船人数について海事教員は
除く）．松阪港停泊中に１年生全員が見学する
フィールドサイエンスセンター体験演習につい
ては，昨年はガイダンスも含めて，生物資源活
動タイムを利用してZoomによるオンラインで
実施したが今年度は対面で実施した．また，全
学を対象にした教育航海（環境科学～海に親し
む～）については，宿泊を伴う航海実習を予定
していたが，台風の接近に伴い，昨年同様に３
日間にわたりオンラインで実施した．
　教育航海の中での教育関係共同利用拠点事業
は，３期目３年目に突入した．感染防止対策を
徹底しながら実習を受け入れ，単独航海では名
古屋大学大学院環境学研究科，京都大学総合人

間学部，四日市大学環境情報学部，京都大学理
学研究科，北里大学海洋生命科学部，中部大学
応用生物学部の６大学の実習を実施した．公開
実習航海では，乗船人数が限られるなか，本学
の実習学生の乗船で定員一杯となる航海が多
かったが，紀伊黒潮流域圏航海実習で，皇学館
大学の学生１名が本学の学生とともに所定の実
習を行って単位認定を受ける特別聴講学生とし
て乗船した．
　研究航海は，教育航海の実施で日程が確保し
にくい状況が続いているが，６航海を実施した．
乗船人数や調査海域が限られるなか，有意義な
調査活動が実施できたと思う．
　その他の航海については，台風避難航海が１
航海であった．検査工事・一般修繕工事は，一
般入札により令和４年12月26日から令和５年１
月28日（工事期間12月27日～1月27日）まで大
阪市西成区の株式会社ダイゾー木津川工場で実
施した．竣工14年目の第２種中間検査（Ｂ）お
よび一般修繕工事を行い，実習航海や研究航海
に支障が出ないように注意して検査・整備工事
を行った．約１ヵ月間の大阪市滞在であったが，
保健管理センター確認のもと滞在中の注意事項
を船内に掲示した上で，一層の意識を持って感
染予防対策の徹底を乗組員に呼びかけた．
　令和４年度の航海実績については，以下の表
を参照していただきたい．

令和４年度　附属練習船勢水丸業務報告

前川　陽一・中村　亨
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令和３年度　航海実績
実習航海

航海番号 種別 航　　海　　名 期　間 日数 乗船者数
（女性） 備　　　考

2201 公開 水産生物学実習① ４／６～４／８ 3 ８（３）
2202 公開 水産生物学実習② ４／13～４／15 3 ８（３）

2204 学外 （単）名古屋大学大学院環境学研究科① ４／26～４／28 3 ８（１） 名古屋大学８名

2205 学内 博士後期課程特別調査研究 ５／10 1 14（４）

2208 学外 （単）京都大学総合人間学部① ５／23～５／25 3 ７（３） 京都大学７名　前泊も航海日数に含む

2209 学外 （単）京都大学総合人間学部② ５／26～５／27 2 ７（２） 京都大学７名　前泊も航海日数に含む

2210 学内 海洋環境調査実習① ５／30～５／31 2 ８（０）

2211 学内 海洋環境調査実習② ６／３～６／４ 2 ８（４）

2212 学内 海洋環境調査実習③ ６／10～６／11 2 ８（４）

2215 公開 海洋生物資源調査実習（第1班） ７／７～７／８ 2 ８（２）

2216 公開 海洋生物資源調査実習（第2班） ７／13～７／15 3 ８（３）

FSC 学内 FSC体験演習 ７／20 1 三重大学生物資源学部１年生対象

2218 学外 （単）四日市大環境科学部海洋実習① ８／４～８／５ 2 ８（１） 四日市大学８名

2220 公開 海洋総合航海実習（第1班） ８／16～８／19 4 ６（２）

2221 公開 海洋総合航海実習（第2班） ８／23～８／26 4 ６（３）

2223 公開 海洋総合航海実習（第3班） ９／６～９／９ 4 ７（２）

2224 公開 海洋総合航海実習（第4班） ９／13～９／16 4 ６（３）

FSC 学内 FSC体験演習 ９／26～９／28 3 三重大学生物資源学部１年生対象

2226 学内 海洋環境調査実習④ 10／６～10／７ 2 ８（０）

2227 学内 海洋地球科学乗船実習（第１班） 10／11～10／12 2 ８（０）

2228 学内 海洋地球科学乗船実習（第２班） 10／13～10／14 2 ８（０）

2229 公開 紀伊黒潮流域航海実習（第１班） 10／18 1 14（２） 皇學館大学１名

2230 公開 紀伊黒潮流域航海実習（第２班） 10／20 1 13（７）

2231 学内 海洋地球科学乗船実習（第３班） 10／25～10／26 2 ７（６）

2217 学外 （単）京都大学理学研究科 11／６～11／９ 4 ８（１） 京都大学７名　三重大学１名
前泊も航海日数に含んでいる

2234 学外 （単）名古屋大学大学院環境学研究科② 11／16～11／18 3 ８（０） 名古屋大学８名

2235 学外 （単）四日市大環境科学部海洋実習② 11／24～11／25 2 ６（１） 四日市大学６名

2237 学外 （単）北里大学海洋生命科学部「海洋実習」（第1班）12／６～12／７ 2 14（６） 北里大学14名

2238 学外 （単）北里大学海洋生命科学部「海洋実習」（第2班）12／８～12／９ 2 14（６） 北里大学14名

2240 学外 （単）中部大学応用生物学部環境生物学セミナー ２／８～２／10 3 ４（１） 中部大学４名

2241 学内 乗船実習および海洋観測航海実習（第１班）２／15～２／17 3 ７（２）

2242 学内 乗船実習および海洋観測航海実習（第２班）２／20～２／22 3 ７（２）

2243 学内 乗船実習および海洋観測航海実習（第３班）３／１～３／３ 3 ６（２）

2244 学内 乗船実習および海洋観測航海実習（第４班）３／６～３／８ 3 ７（２）

2245 学内 乗船実習および海洋観測航海実習（第５班）３／９～３／11 3 ７（３）

2246 学内 乗船実習および海洋観測航海実習（第６班）３／15～３／17 3 ７（２）

小計 92 278（83）
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２．令和４年度　全国水産・海洋系学部等協議

会練習船等分科会報告

（１）はじめに
　全国水産・海洋系学部等協議会練習船等分科
会（以下，分科会とする）とは，練習船を持つ
水産・海洋系大学（校）を会員として組織され，
練習船等の運営並びに教育研究調査などに関す
る諸問題を協議し，練習船における教育研究調
査の充実発展を図るとともに，練習船相互間の
連絡を緊密にして管理運営の改善を促進するこ
とを目的として，年に一回，分科会に組織する
各大学（校）の持ち回りで開催されるものであ

る．今年度も新型コロナウイルス感染拡大防止
の観点から北海道大学が当番校となりオンライ
ン形式で実施された．日程は，令和5年3月24日
（金）で，各大学（校）から練習船の船長や機
関長をはじめ，練習船乗組員，関係教職員など
が参加して行われた．本船からは前川船長，山
本機関長，中村一航士，奥村二航士，髙野三航
士，附属教育研究施設事務室からは野呂事務室
長，練習船担当土性専門員が参加した．
　はじめに北海道大学水産学部都木学部長より
挨拶があった．議長に同大学おしょろ丸亀井船
長が選出され，続けて各大学（校）代表者の挨

研究航海

航海番号 航　　海　　名 期　間 日数 乗船者数
（女性） 主な研究目的

2203 研究航海（北里大三宅先生） ４／20～４／22 3 ８（３）

熊野灘における深海性プラ
ンクトン類および深海性底
生生物の採集．また，北里
大学の選択科目の体験実習
の一環とする．

2207 研究航海（宮崎先生） ５／16～５／20 5 ７（３）
熊野灘においてIKMTと釣
りによる深海魚をはじめと
する深海生物の採集を行う．

2213 研究航海（立花先生） ６／15～６／24 10 ８（２）
梅雨強化に及ぼす海洋の影
響に関する３隻同時集中観
測．

2214 研究航海（広大大塚先生と本船教員） ６／29～７／１ 3 ８（１） 深海性プランクトンの採集・
CTDによる水理環境調査．

2236 研究航海（木村先生） 11／29～12／２ 4 ８（２）
深海性のマクロベントスお
よび近底層魚類とその寄生
生物の採集．底生生物層相
とその多様性の解明．

2239 研究航海（本船教員と京都大教員） 12／13～12／16 4 ８（２）
底生性動物（貝類，甲殻類，
棘皮動物，多毛類など）の
分類に関する研究．海洋生
物学の採集方法の習得．

小計 29 45（13）

その他（一般公開，避難，ドック）

航海番号 航　　海　　名 期　間 日数 乗船者数
（女性） 備　　　考

整備 夏期集中整備期間 ７／16～７／24 9 台風14号接近に伴う避難
航海

台風 台風避難航海 ９／18～９／20 3

ドック 第二種中間検査（Ｂ）工事及び
一般修繕工事 12／26～１／28 34 ダイゾー（株）木津川工場

小計 46 0
合計 167 323（96）
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拶の後，議事が進行された．来年度の分科会に
ついては審議事項の議題３のとおり，鹿児島大
学が当番校となり開催されることとなった．分
科会終了後の情報交換会は実施されなかった．
審議事項や報告事項については以下の通りであ
る．
（２）分科会議事録
日　時：令和５年３月24日（金）14：30～17：00
会　場：オンライン会議
当番校：北海道大学
参加大学（校）：北海道大学，東京海洋大学，

三重大学，広島大学，鹿児島
大学，長崎大学，水産大学校

【審議事項】

議題１．物価高騰に対する各校の対応について
（北海道大学）

　北海道大学から物価高騰に対する各校の対応
についての情報交換の希望があり，各大学から
様々な対応策が挙げられた．

議題２．令和４年度における新型コロナウイル
ス感染症に対する対応について（北海道
大学）

　北海道大学から令和４年度における新型コロ
ナウイルス感染症に対する対応や今後の対応に
ついての情報交換が求められ，各大学から情報
が提供された．

議題３．次回当番校及び役員について（北海道
大学）

　今年度の当番校である北海道大学から提案が
あり，以下のとおり次回当番校，幹事が決定した．
次回当番校：鹿児島大学
開 催 時 期：令和５年12月27日（水）
会　　　長：鹿児島大学　幅野船長（かごしま丸）

副　会　長：鹿児島大学　東船長（南星丸）

副　会　長：三重大学　前川船長（勢水丸）

（各校幹事）
　北海道大学　　坂岡船長（うしお丸）

　東京海洋大学　宮崎船長（神鷹丸）

　三重大学　　　前川船長（勢水丸）

　広島大学　　　中口船長（豊潮丸）

　水産大学校　　冨賀見船長（天鷹丸）

　長崎大学　　　青島船長（鶴洋丸）

　鹿児島大学　　幅野船長（かごしま丸）

議題４．その他
　特になし
　その後，報告事項に移った．

【報告事項】

報告１．第21回全国水産・海洋系学部等協議会
について（東京海洋大学）

　東京海洋大学宮崎船長より，令和４年７月27
日～８月５日開催（メール審議）第21回全国水
産・海洋系学部等協議会について，報告があった．

報告２．新うしお丸（262 t）代船建造記録と
現状（北海道大学）

　北海道大学坂岡船長より就航からこれまでに
発生した不具合等の説明がうしお丸坂岡船長か
ら行われた．
　その他，報告事項終了後に鹿児島大学幅野船
長と北海道大学坂岡船長より追加の報告があっ
た．

報告１．救助艇の使用について（鹿児島大学）
　鹿児島大学幅野船長より救助艇を利用する際
の情報提供があった．

報告２．北朝鮮のミサイル発射と着弾地点の周
辺の操業状況について（北海道大学）

　北海道大学坂岡船長よりミサイル着弾地点
300キロ圏内に８隻（うち５隻は練習船）の操
業中の日本船籍の漁船がいたとのことで注意が



─ 107 ─

必要であるとの情報提供があった．

３．その他

（１）練習船運営委員会および共同利用拠点支
援室会議について

　昨年度は以下の日程で運営委員会および支援
室会議が実施され，練習船運営や教育関係共同
利用拠点としての取り組みになどについて審
議・報告がなされた．

【練習船運営委員会】

　第１回　７月28日（Zoom会議）
　第２回　11月15－18日（メール会議）
　第３回　11月18日（Zoom会議）
　第４回　12月16－19日（メール会議）
　第５回　１月５－12日（メール会議）
　第６回　１月30日－２月２日（メール会議）
　第７回　３月６－８日（メール会議）
　第８回　３月10－13日（メール会議）

【教育関係共同利用拠点支援室会議】

　第１回　９月１2日（Zoom会議）

（２）情報発信について
　既存の勢水丸ホームページの更新に加えて，
公式フェイスブックページを可能な限り更新
し，情報発信を積極的に行うように心がけた．
（https://www.facebook.com/seisuimaru/）

（３）観測データ提供について
　外洋域航走中の流向流速などの観測データを
第四管区海上保安本部海洋情報部 海洋調査課
海象担当，三重県水産研究所，日本水路協会に
提供しているが，令和４年度は４航海分のデー
タ提供を行うことができた．これに関してはこ
れからも各機関に提供できるように続けていき
たいと思う．
　これに加えて，昨年から検討している気象庁

に気象観測データを提供する準備について，気
象データ送信専用のソフトウェアを導入し，送
信用メールアドレスの入手を行うなど準備を進
めている．



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency true
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /None
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /WorkingCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice




